
　このフレーズで用いられているメジャー・スケー
ルとは、7つの音が図 1-aのような規則に従って
並んでいる音階だ。簡単に言えば、“ドレミファソ
ラシド”のことだ。最も覚えやすいメジャー・スケー
ルのブロック（注 1）は、図 1-bのブロック①が挙
げられる。しかし、ギターには多数のフレットが
あるので、このほかにもメジャー・スケールのブロッ
クはいくつか存在するのだ。確かにＣ音（例えば
6弦 8フレットなど）を中心としたボックスは、Ｃメ
ジャー・スケールとして覚えやすいが、この形だ
けでＣメジャーを用いたメロディを複数作るのは
至難の業。実際にはメジャー・スケールを構成す
る７音を正確に押さえれば、どこを弾いてもＣメ
ジャー・スケールとなるので（図 1-b）、いろいろ
なポジションを研究しよう。

スケールのポジションは
複数覚えることが大切

　このフレーズは、図１-bのブロック①＆②の２
つを用いている。実際に弾く際には、TAB譜を
ただ追いながら弾くのではなく、ふたつのブロッ
クをイメージしながら練習することが大切だ。特
に３小節目２拍目でのブロック・チェンジでは、意
識を集中させてほしい（写真①～④）。このよう
なスケール練習を通じて、最終的に指板を目で
追うのではなく、頭の中でイメージできるようにな
ろう。“頭脳で指板を想像し、左手でスケールを
創造する”……少 カ々ッコつけたことを書いたが
（笑）、こういった目的意識を持って練習に望む
べし！　ちなみに、その昔筆者は、深夜の暗闇
の中でスケール練習をやることで、フレット＆ス
ケール感覚を養ったこともあった。無意味にス
ケールを行き来するよりはオススメだ！

1 弦 13f を小指で押弦。人差指の移動準備を忘れずに。 2弦 12f を人差指で押弦。ここでブロック・チェンジだ！

2弦 13f を中指で押弦。人差指で 1弦をミュート！ 2弦 15f を小指で押弦。次の人差指は移動準備をしよう。

頭の中に指板を
イメージしながら弾くべし

　ここでは、メジャー・スケールと3つのマイナー・
スケールの違いも勉強しよう。図2-aは上記で
練習してきたＣメジャーの音階。これに対して図
2-bは“Ｃナチュラル・マイナー・スケール”だ。
この 2つの違いは、３番目（Ｅ）、６番目（Ａ）、７
番目（Ｂ）の音がそれぞれ１フレット分（半音）下がっ
ていること。つまり同じトニック（基準の音、ここ
ではC）のメジャー・キーに対して、マイナー・キー
は（３・６・７）となるのだ。さらにCハーモニッ
ク・マイナー（図2-c）では３＆６番目の音、メロ
ディック・マイナー（図2-d）では、3番目の音が
半音下がる。こうやって分析すると、最もマイナー
感を演出する音は、3番目の音と言えるだろう。

メジャー・スケールvsマイナー・スケール
～コラム7～

注 1 ブロック：正式にはブロック・ポジションと呼ばれ、指板上をあまり左右に移動せずに（動いても1、2フレット程度）弾けるようにまとめられたスケール・ポジション
のこと。指板上から見ると、スケール・ポジションが、ブロックのように四角で囲まれているので、このように呼ばれている。他に、ボックス・ポジションとも呼ばれる。


